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いろいろな
防災訓練に
ぼくたち家族も
参加するよ！

防災訓練は地域の“絆づくり” 　「防災活動」に携われば携わるほど、地域の皆さんと対
話を重ねれば重ねるほど、防災って地域の“絆づくり”だ
なと思うようになりました。
　「防災訓練」という響きはちょっぴり重たいですが、誰か

西区防災リーダー・
中
なかした
下涼
りょう
さん（27）

のための機会ではなく、自分自身や半径数メートルに
いる大切な人・ものを守り抜くための学びの機会です。
地域の“絆”で災害を乗り切るため、みんなで気軽に防
災訓練に参加しましょう。

家族連れの参加促進に
遊びコーナーなども

５月中旬、井口四丁目町内会
自主防災会（西区）は、地震を想
定した訓練を開催しました。炊き
出し、AED操作、起震車による
体験などを実施。遊びコーナー
などもあり（左写真）、家族連れの
参加も多く、幼児の人形を使っ
た救護訓練を真剣なまなざしで
見学する親子の姿も見られまし
た（右写真）。
　参加した子どもは「堅苦しいと
ころかと思ってたけど、楽しかっ
た」と笑顔を見せていました。

井口四丁目
防災訓練
（西区）

「わがまち防災マップ」を使い
危険箇所をチェック

　６月上旬、五月が丘小学校（佐
伯区）で５年生が学区の地図を
囲んでいました（右写真）。自宅や
安全・危険と思う場所にシール
を貼り、その後、「わがまち防災
マップ」と見比べ、危険な箇所を
確認しました。また、展示された
新聞紙スリッパ（左写真）などにも
興味津々でした。
　児童らは「身近な危険箇所を
家族にも伝えたい」などと話して
いました。

地域と学校が
連携した
防災教室
（佐伯区）

可部学区
防災訓練
（安佐北区）

土石流の仕組み学習や
簡易トイレ作りなど

　可部学区自主防災会連合会
（安佐北区）は、7月上旬、国や県
などと連携して実施。参加した子
どもたちは、模型で土石流の仕
組みを学んだり段ボールやごみ
袋でベッド（左写真）、簡易トイレ、
防寒着（右写真）などを作ったり
する体験をしました。
　参加した人は「段ボールベッ
ドは簡単に組み立てられるのに
とても丈夫で、寝心地も良く驚
いた。いざというときは活用した
い」と話していました。

という想定の訓練の中で、介護タクシー
を使った避難行動要支援者の避難訓練
を行いました（左写真）。
　安佐北区では６月下旬に、脳性まひで
電動車いすを利用している住民が参加
する避難訓練を行いました。訓練を終え、
「個別避難計画（わたしのひなんシート）を
作っていたおかげでスムーズだったと思
う。課題も見つかり、有意義だった」と話
していました。

危険から身を守る

避難訓練

地元団体とも連携・協力
　竹屋地区自主防災会連合会（中区）
は、昨年10月、地元企業なども参加し、地
震を想定した避難訓練を行いました（右
上写真）。避難所周辺には消防団員を配
置し、避難誘導を行いました。

避難行動要支援者の避難訓練
平和台町内会自主防災会（安佐南区）

では、6月下
旬、大雨によ
り警戒レベ
ル３「高齢者
等避難」が
発令された

避難しながら土砂災
害などの危険箇所も
再確認できた。参加し
て本当に良かったわ

突然の災害に
も落ち着いて避難

行動を取ることができ
るよう、避難経路や避難

場所の確認をする訓練です。

避難所の

運営訓練

個人情報登録の二次元コード
で速やかな受け付け

矢
や た
田町内会自主防災会（東区）は、６月

上旬、土砂災害を想定した避難訓練を実
施。地域独自の取り組みで、参加者は持
参した避難者カード（左写真）に掲載の二

次元コードを受け付
けで読み取ってもら
い、スムーズな入場
ができました（上写

真）。コードには名前や住所のほか、障害
やアレルギーの有無などの情報が記録さ
れ、避難所での配慮も受けられます。
　温品学区自主防災会連合会の木村隆
明会長は「このシステムを学区内の他の
自主防災会にも普及させたい」と話しま
す。

スムーズな運営
は助かるね

応急時の

救出・救護
訓練

AEDの使用訓練や
毛布を使った応急担架作り

６月中旬、麦
むぎたにしもいちに
谷下一二町内会自主防災

会（佐伯区）は、AEDを使った救護訓練を
実施しました
（左写真）。
　大州小学
校（南区）で
は、昨年11月
に防災教室

を開催し、毛布と竹竿を使った応急担架
づくりを行い、人を乗せる救出訓練の体
験をしました（上写真）。児童らは「毛布１枚
と竿２本で人を運べるなんてびっくりしまし
た。いざというときに役立ちそうです」など
と話していました。

家族で参加しやすい！　楽しめる！さまざまな訓練を実施
　各地域で行われている防災訓練。災害時の
さまざまな場面を想定し、地域の力を合わせて
適切な対応を取るための備えです。
　主な種類として「避難訓練」、避難所の「運
営訓練」や「炊き出し訓練」、「救出・救護訓
練」、「水防訓練」、「消火訓練」があります。
　これらの訓練は、災害リスクなどの地域特
性を考慮し、自主防災会が消防や地元企業な
どと協力して実施しています。また、子どもを対
象とした防災教室も行っています。
　防災訓練の日程などは、各地域の回覧板や
掲示板などでお知らせしています。

自主防災会とは
　住民一人一人が「自分たちの地域は自分た
ちで守る」ために活動することを目的に結成さ
れる組織です。自主防災会の活動により地域
の防災力が向上し、コミュニティの活性化にも
つながります。市では、町内会・自治会単位を
基本として市内全域で結成されています。

訓練補助金を拡充、
より多様になった
防災訓練にご参加を

　自主防災会が、より充実した防災訓練
を実施できるよう、今年度から「広島市防
災訓練補助金」を拡充しました。
　小学校区単位の自主防災会への補助
金を増額したほか、町内会単位でのとん
ど祭りなど地域の行事と併せて実施する
防災訓練も補助対象になりました。
　自主防災会の防災リーダーなどを中
心に多様な訓練が実施されています。ぜ
ひ、お住まいの地域の防災訓練に参加し
ましょう。
　補助金について、詳しくは市ホーム
ページで。

災害予防課　小
こやなぎ
柳 譲
ゆずる
主事

　防災ハンドブック「たちま
ち防災」は、自主防災会のほ
か、「たちまち」ここが知りた
い！　と思う防災情報が満載です。各区地
域起こし推進課で配架のほか、市ホーム
ページでも閲覧できます。

必見！ 「たちまち防災」

気軽に参加しよう

楽しく学べる
防災訓練 　市内各地域では、自主防災会が防災訓練を実施

しています。実際に災害が発生したときに役立つよ
う、工夫して行われている防災訓練を紹介します。
問災害予防課（☎504-2664、フ504-2802）

特
集

　地域の防災リー
ダーを講師に、小学
校などで防災教室を
行っています。

防災訓練の種類と各地域で行われている訓練

避難所での

炊き出し
訓練

調理からパック詰め、
配食の分担作業を確認

　向洋本町自主防災会（南区）は、昨年11
月、水分を加えるだけで食べられるアル
ファ化米（防災食）を使った炊き出し訓練
を行いました（下写真）。
　パック詰めや配食などの分担作業の中
で、参加者の一人は「連携がうまくいかな
い時があり、課題が認識できてよかった。

流れを見直し
ていきたい」
と話していま
した。

地域のコミュニケーションも活性化
５月中旬、井口四丁目町内会自主防災
会（西区）の訓練では、とん汁を作りました
（上写真）。調理しながら「避難したときは、
温かい食事で少しでも落ち着いてもらえる
といいね」と話し、住民同士の交流も楽し
んでいました。

限られた道具
を有効活用して、

食料や飲料水を確保
する方法や技術を習得す

る訓練です。

避難所ごとに
作成されているマ

ニュアルに基づき、避
難者の受け付け、避難状

況の情報収集やとりまとめ、
避難所の安全確認などを行う

訓練です。

火災や建物の
崩壊などによる、

けが人の救出や応急
手当を訓練します。

権
ごんげん
現町内会自主防災会（安芸区）は、６

月中旬、土砂災害や川の氾濫を想定した
「土のう作り」と「土のう積み上げ」訓練

を行いました
（左写真）。

市総合防災センターで体験できます
　市総合防災センター（安佐北区）は、地
震や降雨、消火体験（上写真）などを通し
て楽しみながら防災知識を身につけること
ができる体験学習施設です。
　体験学習の申し込み方法など、詳しくは
同センターホームページで。

応急時の

水防訓練、
消火訓練

水防訓練は、
台風や大雨など

によるがけ崩れや
浸水被害を想定し、土

のうの作り方や設置を行
うもの。消火訓練は、火災発

生時に消火器を活用できるよう
模擬消火を行うものです。

イベント感覚
で気軽に参
加できたよ

体験型だか
ら楽しいし、
記憶に残り
やすいね

ご飯もとん汁も　おいしかった！ 

土のうが作れる
ようになったよ

ごみ袋での
防寒着作りは
面白かったよ

連携しながら
の作業は気
持ちも一つ
になれるね

消火器の使い方
もバッチリ！
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面白かったよ
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　おいしかった！ 

身近にある物で
助けることがで
きるんだね

おうちでも
また作って
みようね

近所同士、声を
掛け合って避難
したいね
掛け合って避難




